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少子高齢化・人口減少対策

• 少子高齢化・人口減少の進行等を背景に、全国的に深刻な労働力不足
が生じています。運転手不足による路線バスの減便など、都市部におい
ても例外ではありません。

• 今後、さらに高齢化が進むことで、人手不足は一層拡大し、市民生活に
不可欠なサービスや機能の縮小、質の低下が懸念されます。

• また、人口構造の変化を通じて、年金・医療・介護など社会保障費が増
大することで、制度の持続可能性が問われるとともに、財政の硬直化に
より必要な行政サービスの提供が困難になるおそれがあります。

• こうした影響は、経済成長を抑制し、社会全体の活力を低下させる要因
となるほか、防災、福祉、教育、インフラ整備など、あらゆる政策課題へ
の対応における前提条件を大きく変えるものです。

• 本市の持続的な発展に向けて取り組むべき課題は多岐にわたりますが、
少子高齢化・人口減少の進行は、まさに都市経営の根幹に関わる重要
な課題といえます。

社会保障給付費の推移 （国）

資料：国立社会保障・人口問題研究所 「令和5年度 社会保障費用統計」から作成

雇用人員判断D.I. の推移 （国） 求人倍率と完全失業率の推移（国）

資料：厚生労働省

資料：厚生労働省

1 重点的に取り組む課題（テーマ）
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• 全国的に人口減少が進む中、人口増加が続く本市においても、少子
高齢化は徐々に進行しており、まもなく、65歳以上の高齢者が21％
を超える「超高齢社会」が到来します。

• そして、令和12（2030）年頃には生産年齢人口がピークを迎え、令
和17（2035）年頃には人口減少に転じるとともに、高齢者の割合が
約４人に１人（24.9％）となるなど、急速な高齢化の進行が見込まれ
ます。

年齢３区分別人口の推移と将来人口推計

• こうした流れは避けがたいものであることから、第４期実施計画では
「少子高齢化・人口減少対策」を重点的に取り組むテーマとして位置
づけ、人口減少の進行を可能な限り抑制し、その影響を緩和する取組
と、人口減少社会に適応し、持続可能な成長を実現するための取組を
両輪で進めていきます。

• 本項では、その主な取組を示すとともに、取組を位置づける施策の番
号を併記しています。

資料：川崎市作成
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「子育て世代」に選ばれるまちをめざし、これまで進めてきた切れ目のない子
育て支援を一層充実させるとともに、子どもたちが安心して学ぶことのでき
る魅力的な教育環境の整備等に取り組みます。

【主な取組】

① 子育て期をはじめとしたライフステージに応じて住み替えがしやすいしく
みづくり【施策1-4-4】

② 身近な場所での子育て相談の充実【施策2-1-1】

③ 地域のつながりを活かした子どもの一時預かりの充実【施策2-1-1】

④ 小児医療費助成の対象年齢拡大、一部負担金の廃止【施策2-1-1】

⑤ 「かわさき子育てアプリ」のサービス拡充【施策2-1-1】

⑥ 子ども・若者の挑戦の後押しとなる支援の充実【施策2-1-2】

⑦ 小・中学校におけるGIGA端末と教育データを活用した「わかる」授業の
推進【施策2-2-1】

⑧ 急増する不登校児童生徒と家族への支援の充実【施策2-2-3】

⑨ 全市立学校体育館への空調導入と普通教室等の空調更新【施策2-2-4】

⑩ 小学校における朝（始業前）の居場所づくり【施策2-2-5】

⑪ 全天候型の子どもの遊び場づくり【施策３-2-2】

超高齢社会においても、誰もが、住み慣れた地域や自らが望む場で安心して
すこやかに暮らせるよう、健康寿命の延伸に向けた取組や、地域のつながり・
しくみづくりをさらに発展させます。

【主な取組】

① ケア付き地域の実現に向けた地域包括ケアシステムの進化【施策1-4-1】

② 更なる要介護度の改善・維持をめざす健幸福寿プロジェクトの推進【施策
1-4-2】

③ 高齢者や障害者が住宅を借りやすいしくみづくり【施策1-4-4】

④ 健康診断等のデータを活用した健康づくり・疾病予防【施策1-4-5】

交流と賑わいの創出を通じて地域の活力を高めるため、みどりやスポーツ、
文化芸術など、多様な地域資源を活かし、地域の魅力と価値の向上に取り組
みます。

① 市民に親しまれる、特色ある公園づくり【施策3-2-１】

② 等々力緑地の再編整備【施策3-2-2】

③ アーバンスポーツやストリートカルチャーなどの若者文化の振興【施策4-
5-1】

④ 新たなミュージアムの設置に向けた取組と、芸術を日常的に楽しむ「まち
なかミュージアム」の展開【施策4-5-2】

⑤ 川崎駅周辺における多様な分野が融合した大規模イベントの開催【施策
4-7-1】

子ども・教育 健康・福祉

地域の魅力・価値
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地域経済の持続的な成長を図るとともに、複雑かつ多様化する社会課題の
解決に挑み、イノベーションの創出や多様な主体との共創、連携を通じて、国全
体の持続的な成長を牽引します。

【主な取組】

① 特別市の早期実現に向けた取組【P15参照】

② 高度産業の担い手を育成するための高等専門学校設立に向けた取組【施
策2-2-1】

③ 家庭や学校の太陽光発電設備を活用した再生可能エネルギーの普及促進
【施策3-1-1】

④ 更なるごみの減量に向けた市民の取組効果の見える化【施策3-1-2】

⑤ 市内で排出されるプラスチックの100％リサイクルの推進【施策3-1-2】

⑥ プラスチックをはじめとした多様な素材を資源化する「サーキュラーエコノ
ミー（循環経済）」の推進【施策3-1-2、4-2-1】

⑦ 新川崎地区を中心とした「量子イノベーションパーク」の形成【施策4-1-1】

⑧ 産業拠点間の連携によるイノベーション・エコシステムの形成【施策4-1-1、
4-2-1】

⑨ 意欲ある農業者の育成を通じた持続可能な都市農業の推進【施策4-1-4】

⑩ 臨海部における新産業拠点の形成、みどりと賑わいの空間の創出に向け
た取組【施策4-2-1】

社会基盤・生活基盤 経済成長・社会課題解決

市民生活の安全・安心や、都市の持続的な発展に欠かせない、社会基盤や生
活基盤の整備等について、デジタル技術の革新や最適化の視点も踏まえなが
ら取組を進めます。

【主な取組】

① 指定避難所のマンホールトイレ整備と携帯トイレの備蓄【施策1-1-1】

② 防犯カメラの設置拡充【施策1-2-1】

③ 上下水道管の耐震化・老朽化対策【施策1-3-1、1-3-2】

④ 多摩川河川敷トイレの快適化【施策3-2-2】

⑤ 各拠点駅周辺の都市整備の推進（川崎駅、小杉駅、新百合ヶ丘駅、鷺沼駅、
登戸・向ヶ丘遊園駅等） 【施策4-3-1】

⑥ 連続立体交差事業（京浜急行大師線、JR南武線）の推進【施策4-4-1】

⑦ 横浜市高速鉄道３号線の延伸に向けた取組【施策4-4-1】

⑧ 川崎区での自動運転バス（レベル４）の運行開始、他の区への導入展開【施
策4-4-2、4-４-3】

⑨ コミュニティ交通の維持・拡充、路線バスと多様なモビリティをつなぎ、地
域の賑わい創出にも寄与する「モビリティステーション」の形成【施策4-
4-2】

⑩ スマートフォン等から各種手続を完結できる市役所DXの推進【施策4-6-
1】


